
ムシ歯予防



虫歯になる原因 





唾液検査を行うメリット 
・ムシ歯のリスクがわかる 
・自分にあった予防方法を知ることができる 

唾液検査を行う適正な時期 
【成人の場合】 
・初診時（口腔内検査時） 
・（再評価時） 
・定期検査時（メンテナンス中） 

【小児の場合】 
・乳歯萌出期（６ヶ月頃） 
・乳歯列完成期（３歳頃） 
・６歳臼歯萌出期（６歳頃） 
・12歳臼歯萌出期（12歳頃） 



唾液検査の内容

唾液量 

唾液量の基準 

小児（10歳以下）       →2,5ml 

青年（11～14歳以下）→3,5ml 

成年（15歳以上）       →6,0ml 



唾液の緩衝能 

   酸性から中性に戻す（中和する）力

唾液検査の内容



SM菌 

　ムシ歯の原因となる菌 

LB菌 

　ムシ歯を進行させる菌

唾液検査の内容



飲食の回数 

～３回：リスク０ 

４回　：リスク１ 

５回　：リスク２ 

６回　：リスク３

唾液検査の内容



プラークの蓄積量 

～15%未満　  ：リスク０ 

15～30%未満 ：リスク１ 

30～50％未満 ：リスク２ 

50％以上        ：リスク３

唾液検査の内容



フッ素の使用 

リスク１：歯科医院での定期的なフッ素塗布＋家庭でのフッ素使用 

リスク２：家でのみの使用 

リスク３：使用なし 

唾液検査の内容



シーラント 

臼歯の複雑な溝を予防的に埋める処置 

対象年齢：６歳頃～ 


